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今は８月の終わり。暑いなら暑いなりにまずは季節を感じていた以前と
は違って、この頃はなぜだろうという理性が先に働く。コロナ禍に気を取
られている間も、以前からの自然環境の変化は進行している。経済活動が
影響している部分は大きいだろう。経済研究所としてそういう状況にどう
かかわっていけるだろうか。
リモートワーク化、テレワーク化の流れは進むと思うが、それでもある

場所に人が集まることで醸成されるものがある。コロナ禍の落ち着きを
待って、経済研究所としてシンポジウム等の一層の充実が図れればと思う。
本号刊行にあたり多大なご協力を賜った、教務課中野様、勝美印刷株式

会社北村様に厚く御礼申し上げる。 （２０２０年８月A.O）
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